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論 文 内 容 の 要 旨  

本論文は桑樹に対するGA処理の影響を主として収量性に視点をおき，生理生態学的に研究し，GA  

処理桑樹のすぐれた生育相の実態とその根拠を解明したものであって，7葺からなっている。   

第1章は，緒論である。   

第2章では，GA処理が晩秋蚕用桑樹，春蚕用桑樹および晩秋椎蚕用桑樹に及ぼす影響を検討し，いず  

れの蚕期においても桑菓収量を高め，とくに秋期において効果の大きいことを指摘している。   

第3章では，処理効果と施肥・気候・土壌水分・土壌温度などの外囲条件との関係を検討し，とくに生  

育にとって不適当な条件下で効果の著しいことをのべている。なお処理桑樹では加里の施用効果が大きく，  

その際に案内無機成分のうち加里含量の増加の著しいこと，体内水分含量の増大することなどを指摘して  

いる。   

第4章では，処理桑樹の養分吸収特性を検討し，処理桑樹の根量は減少するが，根の吸収機能のまさる  

こと，限の塩基置換容量が小さくなることなどを明らかにしている。   

第5章では，処理桑樹の吸水量と蒸散量の同時測定の結果から，単位菓面積当りの吸水量と蒸散量はと  

もに減少するが，その程度は後者において大であることを明らかにし，さらにその場合の蒸散抑制に関与  

する要因について考察している。   

第6章では，蚕児飼育試験によってGA処理桑樹の飼料的価値が，対照区に比較してまさることを明  

らかにしている。   

第7章は結論である。  

論文審査の結果の要 旨  

著者は，GAのもつ伸長生長促進作用に着目して，桑樹に対するGA処理の影響を，主として桑樹栽  

培における収量増大の視点から生理生態学的に研究し，注目すべき多くの知見を得ている。その大要は次  
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のようである。  

…1・春・秋蚕期によって桑樹の形態が異なるが，各茶期ともGA処掛こより枝条の伸長は促進し，j菓  
！  

数は増し，桑菓収量は高まる。とくに秋期においては，菓面積の拡大が著しく，増収効果がもっともま已さ  

る。  

2・GA処理の効果は外囲条件が生育にとり不適当な場合においてむしろまさる。また，肥料三要素の                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           

うちでは加里は処理効果に対し関連のもっとも深い要素であり，菓中無機成分の中で含量の増加が著い、  

3・体内水分含量は，GA処理により増大するが，このことは，GA処理による出菓ならびに枝条伸  

長の促進とある程度の関係があるものと考えられる。   

4．根量はGA処理により減少するが，根の吸収機能は良好となり，また根の塩基置換容量が小さく  

なる。  

5．単位菓面積当りの吸水量と蒸散量はGA処理により減少するが，この傾向は後者で著しい。こ；の  

場合，蒸散抑制に閑嘩が深いとされている細胞内容物質の加里・糖類およびロウ物質はいずれもGA処  

理により増加する。   

6．蚕児飼育試験の結果によれば，GA処理桑樹の飼料的価値は対照区に比し良好である。   

以上のように本論文はGA処理による桑樹のすぐれた生育相の実態とその根拠を明らかにしたもので  

あって，作物学ならびに桑樹栽培の実際面に貢献するところが大きい。   

よって，本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める。  

ー930【   




